
第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

算数のよさに気づき,活用していこうとする力を育む算数科学習

1　算数のよさを活用すること<自分たちの手で学習を進める子ども達>

帯分数×整数の計算の しかたを考えよう

帯分数を仮分数に　　　　 整数と分数に分け
直し昨日のやり方で　　　 公式を生かした

公式 君 ×C =　 AB X C (前の公式)

(重 り　　 ㊨ 2 とl にわける

24 ×9 = 号×9　　 2×9= 18

J

A 告 ×D = A 讐 + C x D = (讐 C)xD

一㌢ 9　　 号×9= 聖 = 晋= 5 号

1誓　 18+ 豆 =23-号 共通点　 ●昨日の公式を生かしている

●分かりやすい
= 2弓 今度は、分数×分数をしたい

公式を生かしたい
問題を作りたい

(資料1)子ども達で進めた授業の板書

資料1は,教師が不在で複式6年生の子ども達だけで(帯分数×整数のか

け算の仕方を考えよう)をめあてに学習を進めたときの板書である。

前時の(真分数×整数)の考えを生かし,自ら記号を使って公式化している。

また,話し合いでは,「昨日の公式を

生かしている。わかりやすい」など

考えのよさに気づいている。さらに

「今度は分数×分数をやりたい。公式

を生かしたい。問題を作りたい。」な

ど新たなるめあてをもつに到ってい

る。資料2のように「ここでも,前

に使った昔×C=禁の公式を
使って公式を見つけられてとても良

かったと思います。それとこの公式

・・・前官骨拓可生す「鋤の窄朝も九日一し-7-㌫池畔
,純一すば弟して一紙今叫拍車粕持碁から螺

ら

範を転遠戚瓦姦去玉石を転注旦き旦

虹竃露語謡票
元三亨布を吏

(資料2)振り返りの感想

を使って問題や生かせることがあったら生かしていきたいです。…・先

生がいなくても自分たちで進んでできたのでよかったです。」と振り返っている。

正しく,自ら学ぶ児童の姿といえよ′う。このような児童は,算数で学んだ考え

方や知識・技能をただ単に記憶として留めておかないで,主体的に活用し日常

の事象を数理的にとらえ処理していこうとする感性(生きて働く力)が育まれ

ているといえる。
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2　算数のよさに気づき,活用していこうとする力を育むために

(1)算数のよさに気づき「いいなあ」と感じる心を育てる

前述の例から,真分数×整数の計算の仕方の学習において,いろいろな考

え方を通して公式化された昔×C=旦㌘ァィデアのもつ「よさ」に気づ
き「いいなあ」と感じる。そして,帯分数×整数という新たな場でも,帯分

数を仮分数に直すことにより,昔×C=旦㌘というアイデアが適用でき
ることに気づく。そして,「ここでも,・・・この公式を使って・・生かし

ていきたい。」とふり返りの感想に見られるようにアイデアのよさをより深

く感じ,活用していこうとする意欲が生じているといえよう。

このように,ある事象に主体的に対じして算数の「よさ」に気づき,味わ

い,「いいなあ」と感じ,そして,その感じたことをもとに(同じ,類似の

別の)事象に対じし,より豊かにそのよさを実感することを通して,そのよ

さを自ら活用していこうとするようになると考えられる。従って,算数の

「よさ」に気づき,味わい,その「よさ」をより深く感じることのできる算

数の学習を構想していくことで,主体的に算数のよさを活用していこうとす

る力を育むことができると考える。

(2)授業づくりのエ夫

子ども達が,算数のよさに気づき,主体的に学習や日常生活に活用してい

こうとする態度=感性を育む授業づくりを以下のように構想した。

①「問題解決の学習の進め方を個々の児童に理解させる。また,問題解決学

習の各場において活動の観点や自己評価基準を設定し,より自己を高めて

いくための支援とする。」(資料3)

これは,子ども達自らの手で学習を進めていこうとする学習態度を育成し,

また,活動の観点や自己評価基準を設定すること,意欲的に学習に取り組み

自己をよりよい方向に高めていこうとする力を育むことをねらっている。い

ずれは,これにこだわることなく子ども達自身が自然に自己評価の観点とし

て内言化することをねらっている。それは,子ども達が自らよさに気づき活

用していこうとする感性を育むには,何よりも先ず,このような主体的学習

態度を育むことが不可欠だと考えるからである。資料3は,高学年児童用と

して配布したものである。

②「算数のよさを繰り返し活用し味わっていける学習活動を構想する。

「よさに気づき,味わい,より深くよさを感じる」ことは,1単位時間だ
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第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

けで育むことは難しい。算数のよさをくり返し味わうなかで,そのよさが

児童にとって自らのものになり,生きて働く力となると考える。

そこで,児童に算数のよさを味わい,そのよさを主体的に活用していこう

とする力を育むために,算数のよさをそれ以後の学習にくり返し活用し味

わっていくような学習活動を構想する。
さあ,いよいよ,算蝕の学習が始慮りましたね.自分たちの手で学野禽遽め,爽り多

い舞歓の学晋にしていきましよう.そのために,

脳告L曽法定票寓語禁だ㌣ん剛はづ
<1>字轡のめあてを瞳っきりつかみましよう。【つ抽】

この鴫闇に　とんなこと香学習するのか　どんなことがわかればいいのかなとめあて
をつかむことは,学習書していく上でとても大切なことです。
学甘は自分がするものです。人にたよらず,一人一人がしっかりめあてをつかみ鼓し

よう・ご塾瑠喝塑卿蟻産山、?Lふ鼠勤鼓茎墾堕塾星とすばらしいね。

<2>自分の考え家持ちましよう.　　　　　　【輸べる】

めあてに対して,自分は　どのように考え　とのように解決していけばよいかを替え

完L‡冒是誌黒雲宗雷雲吾譜恐禁止鰭をたてます・躯でに・
捜奥は,みんなでつくりあげていくものです。友達の替えも気になることでしょうが.

息宴鞍J坤唱ま且を綿たなければ,自分が伸びていきません。時にはわからないこと
もああでし▲う.そんなとさは.l　　　　　・　　　　　　　　　　　　　l

慧糟禁裏糖汗箆譜豊誓鵠誌霊㌍霊豊
山江上じき阜卑嬰季冬を持ちましよう.

3>自分の考え棚し.自分や食違の考えのよきやがんばりt表心慮しよう.
1■レ合う】

太良の脅えや　算数のすばらしさにふれるときです。感じる心香豊かにすると書でも
あります。学習する鉱うちは.自分や友達のすばらしさ毛細じ.8分の考えををさらに
績めて11くことにあります.そのために大切なのは,お互いに.奪え香出レ飢、.齢し
餉l,鯵正しかl,高め合っていくような思いやり鴫もクラスにいくことです。

透き慧豊治増堂蟹羞豊掌肝連は・蕊敵組
<4>わかったことを自分のものとして窮させしよう.t読める】

わかったような気がするで終わる人が多くあります。手管は　裏革宴無塵雲寒學とま

豊豊野髭監禁芸濃霊㌍れてみてそれが帥だけの力で

モ霊宝品冨賢告霊語禁聖忠霊琵譜㌫㌫害ぎ
裡!担喀盟己を忘れないようにしましょう。

<5>字曹書ふり遮りまとめをかさましよう.　　0日は削り

一時間の捜泉州わったら,じぶんの粛糞で今日の捜乗をふり選り.塾壁三寒⊆皇
よくbかちなかったこと　鼻血咄坦　よ軽坦空車と胎ったこと　皐耳と筆寧

上程や蔓卓などをきき.捜美の感想奄加えノートにまとめて錮さましよう。そこから
且分地の勃1のめあてかつくわだせると.とてもすばらしいですね。これこそ.白

且ふ迄嬰壁即製軍醍堅強起星空撃墜毀畢嬰嬰環學嬰主星塾皇室hnね」
また.算数で学習したことをもとに身のまわりのものに臼を向けて握ると.学暫した

ことが生活ヒ使えたり,たくさんの楽しい発見があるよ.そのことを発見ノート・
「DISCOVREYJlこ記銀しよう.

さあlみんなの力で　どんな捜舞を泊り上げていくことができるか　とても楽しみで
す。全力を出して　挑戦していきましよう.

それぞれの学習の廠鞄で.どのように学習を進めていけばよいのか参考までにあげて
みます。いずれ,自分なりのがんばりの軋点を作って学習に取り勧めるようになるとい
いですね。

lつかむ】どんなことを学習し,明らやにしていくのだろう・

けい鴫】①lめあてと対し,どう取り組んでいくか　今までの学習してきたことから
や前場の手晋のまとめなどを傘轡に計喝を立てよう。

②・とのように考えたのかを友たちに分かりやすいように表現しよう。
(今までに孝轡したどんな考え方や方法を使ったのか.閲や給や濱や式や
言葉などで喪現してみよう。)

③　他の考え方はないか考えてみよう。
④　考えが2以上もてたとき(1つの考えのときでも)には,それぞれの考

えとどんなよさがあるか.また,どのやり方がよウよいかなどとついて考
えてみよう。

◎　自分のやり方・考えは,他の場面でも言えるかどうか割ぺてみよう.

【鮪し合う】
①　友達の考えをよく蘭書,わからないことは質問しよう。
◎　自分の考えを発哀し,みんなの意見を容いて潜めよう。

(今までに学習したどんな考えを使ったかなと)
①l　脅えの共通点.ちがいについて考え,膳し合い淫めていこう.
◎　考えのよさを見つけよう。

(かんたん,わかりやすい.遺している,いつでも使える,新発見,ノヤ

ベル炸はく考え?いたなあ).なと)

【療める】今日の学轡でわかった考え・方法・公式などを蚊い,自分のカで両棲の譲
晋閉場をやり,きちんと自分のものとしておこう.

【振り遮る】
①　わかったこと,よくわからないこと
◎　自分にとって潜まったと思うこと
①・よい考えだなすはらしいなと思ったこと
◎　もっと學督したいこと
◎lふり選りを発表しあい,これから学習していきたいこととついて給し合

おう。

(資料3)学習の進め方支援プリント(活動の観点と自己評価の基準)

3　実践事例　「図形の面積」(5年)複式学級(10名)

ここでは,前述の②「算数のよさを繰り返し活用し味わっていける学習活

動の構想」に視点を当てて実践したことを述べていく。

平行四辺形,三角形,台形,ひし形などの基本図形の必要な長さを測り,

求積公式を用いて面積を求めることができるようになることがねらいである。

この単元では,既習の求積方法のアイデアや方法を用いて,新しい基本図

形の求積公式を子ども達自ら発見していくことを体験させることに指導の重

点を置いた。基本の図形は,ほとんど既習の図形の求積のアイデアふ方法を

活用することにより,求積できる。その算数のよさに気づかせれば,児童は

そのよさをその後の図形の求積に自ら活用するようになると考える。また,

そのアイデアは,円の求積にも活用されていくであろう。このような算数の
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よさを自ら活用していく活動を通して,児童の数学的な考え方を伸ばしてい

くことができると考える。

(1)指導目標

・求積のアイデア考え方をよさに気づき,そのよさを味わうことができる0

・平行四辺形,三角形,台形,ひし形などの面積の求め方を既習を図形をも

とにして分割,等積変形,倍積変形などの操作を通して公式にまとめるこ

とができる。

・多角形などの面積を工夫して求めることができるようにする0

・図形の外形をとらえおよその面積を求めることができるようにする。

(2)指導計画(全12時間)

第2次　　　第3次　　第4次

(3)本単元での気づかせたい「よさ」

ァ　既習の図形に変形したりして求積方法を考えていくアイデア(方法のよさ)

既習の図 形 に変形 した り, 分割 した り

してす れば, 求め られ るはず だ。

方法・等積変形,

・倍積変形やつけたし

・分割

形 を 変 え な い で , も と の 図 形 の 辺 の 長 さ

な ど を 測 っ て 面 積 が 求 め ら れ な い か な 。

方法　　既習の図形(例えば長方形)の

辺の長さは,もとの図形のどの長さに等

しいかを見つける。
r~~~~~H~~.

書平行 長
…

.

.

.

.

「

」

.

.

・
…
…
丁
・
」
1

芳嘉
たて

横

底辺×高さ十づ　たて×概!
.__________._____J L________H._________J

平行四辺形

仝→□→◇台　形　　　　　ひし形

①→②のアイデアを,三角形,台形,ひし形,面積の求め方の工夫と繰り返
く

し活用していくことで,そのよさに気づき,味わい,児童は主体的にそのア

イデアを活用し自力で公式を発見できるようになるのではないかと考える。
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第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

イ　「底辺と高さが等しい時,面積は等しい。」という性質のもつよさ

(算数そのもののよさ)

このアイデアのよさは,図形を多様な見方ができるようになるというとこ

ろにある。

例えば,右の図のように,ひし形を

二つの三角形に分けたとき三角形アイ

ウは三角形アイカと面積が等しい。三

角形アウエは,三角形アイキと面積が

等しい。したがって,ひし方アイウエ

は,三角形カキイと等しくなる。つま

り,ひしの形求積公式の対角線×対角線÷2の公式が,三角形の底×辺高

さ÷2との関係から導き出せるのである。また,③のような斜線の部分の面

積の求め方の工夫の際にもこのよさを生かすと解決が㈱と同じになり容易と

なる。

(4)指導の実際1「ひし形の面積の求め方」第7時

児童は,今まで,平行四辺形(3時間),三角形(3時間),台形(1時間)

と学習していく中で,既習の図形に変形したり,分割したりして求積方法を

考えてきた。平行四辺形では,実際に様々な平行四辺形を切ったりしながら,

長方形や正方形に等積変形し公式を発見することができた。また,三角形で

は,倍積変形やつけ足して長方形にしたりするアイデアを新たに発見し,三

角形の面積の公式を発見することができた。台形では,ほとんど自分たちの

力で公式を発見することができた。

児童は,一つの図形の求積方法を考えるときに発見したアイデアが,別の

図形の求積方法を考えるときに生かせることに気づきそのよさを感じだして

いる。今までに,発見した基本となるアイデアは,次の三つである。()

の言葉は,児童が名づけた言葉である。

①　面積の大きさは変えないで形を変える。(そのまま方式)

②　面積を二倍にしたり,つけ足したりする。(つけたし方式)
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③　図形を分割して考える。

本時は,右のようにひし形をプリン

ト(資料4)にして提示すると,「先

生,今日は自分の力だけで公式を発見

するよ。先生は六年生の方へ行ってい

ていいよ」と解決意欲満々である。そ

こで,「それは,楽しみだね。本当に自分

たちでできそう?どんな考え方が見つか

るかなあ。」と発間すると,「今までの

方法を使えばできるよ。」と声が返って

くる。

(わける方式)

ひ叫の面循　月　日氏名

そこで,「それは,楽しみだね。本

当に自分たちでできそう?どんな考え方がみつかるかな。……公式がみつか

るといいね」とめあてづくりをする。今までの学習のノートを見て振り返りな

がら,しっかり,考えている。どの子も,2通り以上の考えがもてている。は

っておくと,1時間中でも自力解決が続きそうなので,「いつ,話し合いに入り

ますか。と問いかける。20分の自力解決終え,日直を中心に話し合いに入る。

じぶんの書いたプリントを黒板にはり,考えを説明していく。子どもたちから

出された考え方は,全部で10通りあった。

発表しそれぞれの考え方の確認が終わると,共通点や違いの話し合いに入る。」

そのまま方式は,「③,④,⑥,⑦,⑲」,つけたし方式は,「①,⑧」わける方

式は,「②,⑤,⑨」であることを確かめられた。また,平行四辺形,三角形,長

b xgそつ・24

等綿精霊繁用

皿 轍譜策
`クrいう公オ小でさう

6×4÷2+6×4÷2

1

6×(4+4)÷2

6×4

(二つの三角形の和)
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第Ⅲ章　豊かな感性を育む授業実践

方形をもとにして考えていることにも気づいた。そして,「変形した図形の底辺や

高さは,元のひし形の長さでは,どこにあたるのか」というアイデアで見つめ直

すと,「対角線×対角線÷2」となり,公式を発見することができたのである。

4×6

(長方形変形)

6×4

(平行四辺形に変形)

3×4÷2×4

(4つの三角形の和)

4×3×4÷2

(小さい長方形4つ分

半分)

⑲

本時の学習を振り返り授業を終え

る。その際「底辺と高さが同じなら面

積は等しいというアイデアを生かして

形を三角形に変えることはできないか

なあ。」と問いかけた。すると,一人

の児童ができるよといってひし形を三

角形を変形した。今度はこのようなア

イデアも生かしていけるといいねとい

って授業を終わる。(次時の面積を求

める工夫で活用させたいという思いが

8×3

(平行四辺形に変形)

8×3÷2×2

(三角形の2つ分)

6×4(長方形に変形)

あった。

初等教育63号P22～23　東雲教育研究会出版に関連実践掲載)
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4　考察

ひし形の面積では,課題を提示するとすぐに子どもたちの方から「今は,

自分たちだけで公式を発見するよ。」という発言が聞かれた。また,10人の

子どもたち全員が2つ以上の考えがもて,もとのひし形のどの長さに当たる

かを考え「対角線×対角線÷2」の言葉の公式を発見している。

また共通点や違いを話し合うとき,「そ

のまま方式」「つけたし方式」「わける方式_

という観点で分類している。これらのこと

から,既習の図形にもとづいて考えたり,

変形したりして求積方法を考えていくアイ

デアのくり返し活用していくことにより,

そのよさに気づき,主体的にそのアイデア

活用していこうとする力が育まれたといえ

る。また,その単元だけにとどまらず,円

の面積では公式を自らの力で発見すること

ができた。(資料3)

算数のよさに気づき活用していくこと

で,主体的にそのよさを活用していこうと

する力が育まれるといえよう。最後に単元

を終えての児童の振り返り紹介したい。
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「この図形の面積で力がついたことは,色々な面積で公式を見つけたり,

使って問題を解いたりしたことです。すばらしい考えだと思ったことは,形

を変えて面積はそのままの考えや,付け加えて後から引くとかです。たくさ

んの考えがでて,とてもよかったと思います。そして,その考えから公式が

できるということがとてもすばらしいと思いました。底辺と高さが同じであ

ればどんな形でも同じということが分かって,これはどんな時でも生かせる

と思いました。……わたしは,今度はたくさんの考えを出すめあてでやりま

した。めあてというのも大切です。……ひし形では,自分たちで公式が考え

れました。これからの学習に,この学習で分かったことを生かし,めあてを

大事にして学習していきたいです。」主体的に学び,学びを生活に生かして

いこうとする感性豊かな姿といえよう。　　　　　　　　　(山田　恵次)
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